
  

 

 

 

 
 

 

 

 

「 こんなところに社会福祉士がいた！ 」  
 

 

 ＜大阪北支部・会員リレー紹介  ０３０＞   レポーター（田中 宏幸） 
 

今回ご紹介させていただくのは、大阪市内の地域包括支援センターで社会福祉士として活動されておられ

る谷口順子さんです。 

谷口さんは現在 高齢者の方からの様々な相談に応じ、それぞれに適した

機関につなぐ仕事をされています。 

社会福祉士になろうと思ったきっかけは、以前特別養護老人ホームの介護

福祉士・ケアマネとして勤務していた時、利用者さんと向き合うのに、介護

の目線から見るだけではなく、いろいろな社会資源を見極めて利用者さんや

家族と施設、他の資源を結びつける目線が必要だと思い、通信教育で社会福

祉士の資格を取られたそうです。 

社会福祉士になって良かったことは横のつながり・・・基礎研・支部の役

員・色々な分野の専門的な知識を持っておられる方々…から学ぶことが多く、

いかに大切にすべきかに気づいたとのことです。また、言葉の大切さに気付

き勉強になったとも。今までの自分は人見知りで自分の思ったことの半分も

伝えれなかった中、やっていることの振り返りなどを経験すると、話をする

根拠の大切さや、相手に正しく伝えることの大切さを気づけたとのことです。 

将来の夢は高齢者の仕事も含めて後見の仕事にも取り組んでみたい。そし

て最終的にはニュージーランドなどの海外でのんびり余生を過ごせればなぁ

とも言っておられました。 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（編集後記）今年度より、大阪社会福祉士会の広報誌「なにわだより」が偶数月発行になったことにより、

紙媒体で会員の皆様にキタキタだよりをお届けできる回数が減ることになります。ホームページ（北支部ブ

ログ）、LINE 公式アカウント、Facebook を北支部会員に広げてください。よろしくお願いいたします。 
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※支部活動に関するご質問・ご要望や、事例検討会、一泊研修他、

申し込みについては、以下のメールアドレスにご連絡下さい。 

kitasibu2012@yahoo.co.jp  大阪北支部宛 

 

１．帰ってきた 気づきの事例検討会 2022 

昨年度お世話になった稲松真人先生をお招きして集合型
での事例検討会を年 3～4 回程度企画しています。 

２．折れないこころを育てるいのちの授業（大人版） 

ご好評につき、大人版で再登場。 
「死を前にした人に、あなたなら何ができますか？」 

大阪社会福祉士会 大阪北支部 Facebook 

mailto:kitasibu2012@yahoo.co.jp

